会議結果報告書

１　会議の名称
　　光市休日診療所運営協議会

２　開催日時
　　令和元年７月２５日（木）１３時１５分から

３　開催場所
　　あいぱーく光　いきいきホール

４　出席人数
　　委員１１名中１０名出席（うち行政関係者４名）

５　公開・非公開の別
　　公開

６　会議の議事録（主旨）
（１）開会
（２）市長あいさつ（省略）
（３）委員自己紹介（省略）
（４）会長あいさつ（省略）
（５）議題１　光市休日診療所運営状況について
ア　平成３０年度利用状況について
イ　令和元年度運営体制及び４月～６月分利用状況について
Ａ　事務局説明（省略）
Ｂ　質疑応答
　　　 （委員）
期限切れで廃棄する薬はどのくらいありますか。
（委員）
明確な数は提示できませんが、在庫管理の結果、以前よりは減少していると思います。
（委員）
薬の在庫管理について、すべての先生の意見を取り入れるのではなく、必要な数のみの納入をお願いできればと思います。
（委員）
今後もそのようにします。
（委員）
[bookmark: _GoBack]個人病院であれば、過誤請求等がありますが、休日診療所の状況はいかがですか。
（事務局）
現在、そういったことはありません。
（委員）
承知しました。
（委員）
薬剤師会からですが、受診された方から、薬を渡すまでに時間がかかるといった苦情が出ています。
この理由は、調剤薬局では自動で印字される、薬袋に氏名、薬名や使用回数の記入、薬効の説明やお薬手帳への記入、といったものが、休日診療所ではすべて手書きとなっているためです。また、構造的な問題ですが、薬を渡す投薬窓口がないため、薬剤師が待合室に出て薬を渡していることで、非常に時間を要します。
長期継続契約されているのですぐに改善することは難しいと聞いておりますが、診療所の医療機械の更新の際には、薬袋印刷、お薬手帳のシールプリント等の検討をお願いしたいと思います。
（事務局）
光市薬剤師会には大変なご負担をおかけしており、恐縮しております。
機器契約の更新が来年度となっておりますので、薬袋の印字やお薬手帳にも対応できる機械の導入も検討し、スムーズな運営ができますよう努めていきたいと思います。
　　　　（会長）
他に質問がないため、本件につきましては、説明のとおり承認することといたします。
（８）議題２　その他
平成３０年救急出動状況
　　　Ａ　消防長説明（省略）
Ｂ　質疑応答
なし
　　　  (会長）
全体を通して、何かご意見がございましたらお願いします。
（委員）
　施設内禁煙から敷地内禁煙になったと話がありましたが、車内での喫煙も禁止でしょうか。
　受診者には車内で喫煙する人もいると思いますが、どのように対処すれば良いでしょうか。
（事務局）
　 敷地内禁煙ですので、車内での喫煙も禁止となります。
市民の健康、福祉に係る施設ということも踏まえ、ご理解頂きますようお願いたします。
（委員）
市内の開業医が高齢化しております。
休日診療所はこのままですと将来、執務可能な医師が大きく減少すると思われます。
診療体制について再考する等、今後に向けた対策を考えていた
だくようにお願いいたします。
（事務局）
ご指摘のとおり、このままですと将来、執務可能な医師が不足することが予想されることから、様々な方向から検討して行く必要があると考えます。いずれにしましても、県が策定する医師確保計画なども踏まえ、また、山口県医師会等のご意見も賜りながら、持続可能な地域医療の確保に努めてまいりたいと考えております。
（会長）
　 他によろしいでしょうか。
それでは、事務局の方お願いします。
　　　  (事務局）
竹中会長、議事の進行ありがとうございました。大変お疲れさまでございました。委員の皆様方には、ご審議いただきありがとうございます。今後も休日診療所の適正な運営に努力してまいりますので、ご指導賜りますようお願い申し上げます。
